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　徳島市津田新浜地区は旧漁村地域で海岸

に隣接しています。南海トラフ巨大地震が

起こった場合、家屋の倒壊 20％、津波は 40

分で津田海岸に到達し、校区すべてが水没

すると想定されています。また、古くから

の街並みが多く、道路が非常に狭く、避難

時にはブロック塀が倒れ、避難が困難にな

ることが予想されます。また、町内の高齢

者の割合が非常に高いのも特徴です。

　津田中学校では、平成 26 年度より防災学

習倶楽部（同好会）を立ち上げ、活動を企

画し、夏休みなどの長期休業日、土日を利

用して地域の防災リーダーになるべく防災

学習に取り組み、地域の方々と共に実践し

ています。

　津田中学校の防災学習の中で、一番大切

にしてきているのは、校区内の一軒一軒を

回り聞き取り調査を行うフィールドワーク

調査です。その年々の課題についてのアン

ケート調査を行い校区内に住んでいる方々

の防災に対する意識について調査し続けて

います。15 年間のデータの積み重ねが、非

常に大きな資料になっています。そして、

このフィールドワーク調査によって、中学

生と地域の方とのつながりを深めることが

できています。

（１）被災体験一泊研修

　昨年で５回目になります。運営は、ＯＢ

高校生が行い、アドバイザーに、ＯＢ大学

生、社会人が、中学生は被災者としての生

活を送る体験をします。ＯＢの知恵を中学

生に受け継いでいく場でもあります。同時

に、地域の方との座談会を行い、ふるさと

「津田」の良さを語り合い、地域の思いを受

け取っています。

絆を深め、
地域と共に歩む防災教育

昨年度の調査をまとめたミニコミ誌

一泊研修でＯＢと共に活動する様子夏のフィールドワーク住民意識調査
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（２）事前復興まちづくり案のジオラマ製作

　私たちは、今までの活動の積み重ねから、

震災後に住民が「津田」のまちを離れるこ

となく、速やかに復興できるまちづくりを

提案してきました。それがさらに発展し、

地震・津波等の災害前から備え、災害に強

く、安全なまちづくりの提案をまとめるこ

とができてきました。この案を、実感を持っ

て感じてもらうために将来の津田のまちの

ジオラマを１／ 1,000 のスケールで製作し

ました。このジオラマをたくさんの方に見

てもらい、改善していくのが、今年の活動

の１つであります。

（３）その他の活動

　保幼小学校での防災学習出前授業、町内

ブロック塀調査、町民避難ルート意識調査、

バーチャル避難訓練、町民避難訓練運営参

加、阪神淡路大震災追悼イベント、各種団

体と交流・発表等を行っています。

　第１に地域との繫がりが格段に上がった

ことです。今まで知らなかった地域の方々

と接することが増え、故郷に対する考え方

が変化してきました。

　第２にコミュニケーション能力の向上で

す。最初はしゃべれなかった生徒が堂々と

会話ができるようになり、戸別訪問でも臆

することなく地域の方々と会話ができるよ

うになりました。ＰＣの活用や図版の使い

方なども自ら考えて盛り込み、プレゼンテー

ション能力も上り、大人に対してしっかり

と考えを述べることができるようになりま

した。

　第３に地域の方々の防災意識や若者への

期待値が向上したことです。被災体験一泊

研修では、炊き出し訓練に自主防災会婦人

部に朝早くから参加していただきました。

また自主防災会などの団体の方々が津田中

学校の活動をモデルとして見に来ていただ

きました。そして、社会福祉協議会の発表

では、民生委員さんらから中学生（若者）

の活動が、地域の活性化と高齢者の「生き

る意欲の高揚」にもなるとの言葉をいただ

きました。

　防災学習を続けて 15 年目になり、毎年の

課題が生徒たちに理解が進んでいます。津

田中学校の代表としての自覚も芽生え、後

輩への態度や接し方で全校生徒への啓発を

行っています。そして、これまでの長年の

活動の成果をつなげていくために、卒業後

もできる限り防災学習への参加を募るソー

シャル・ネットワーク・システムを構築し、

地域の若者を地域の活動に関わらせていき

たいです。

　「近所の方々とのネットワーク作りの大切

さと、中学生や高校生の温かい声かけの大

切さ」を実行し、ふるさとを愛し、一人で

も多くの「命」が助かるような学習、活動

と啓発を継続していきたいです。

　執筆現在、新型コロナウイルス感染症の

猛威にさらされ、まさに非常事態の真中に

おり、その中で、新型コロナウイルスに立

ち向かい尽力していただいている方々に敬

意を申し上げます。そして、このようなと

きだからこそ、私たちに何ができるのか考

え、活動できることを模索しているところ

です。

　この文章が、掲載される頃には、収束が

見えていることを願うばかりです。バーチャル避難訓練の様子

３ 学習の成果

４ おわりに




